
惣誉酒造株式会社 × 市貝町
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惣誉酒造株式会社
そうほまれ

明治５年から市貝町で日本酒を
つくり続け 150 年を超える歴史
のある酒蔵。鬼怒川水系の清ら
かな地下水で醸造する「惣誉」
は軽やかで滋味深い味わいです。
「地の酒に生きる」という言葉に
表されるように、地元の方々を
中心に長く親しまれています。
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市貝町役場

惣誉酒造

酒米「五百万石」は
市貝町で栽培されています。

市貝町
栃木県

I c h i kai  Town
お酒は２０歳になってから。

サシバの里帰り

ご購入いただくことで、１本
あたり１００円が「サシバの里
づくり基金」に寄附され、里地
里山保全団体への支援や保全事
業に使われます。
市貝の冬の朝の空気を感じさせ
る新鮮ですっきりとした味わい
です。サシバの舞う自然が生み出
す清らかな風味を、故郷に思いを
馳せながらお楽しみください。

米づくりや酒づくりのように、ゴム
版で１つ１つ工程を踏んで丁寧
に彫り刷られ作られたラベルデ
ザインは、とても柔らかく温かい
雰囲気に仕上がっています。

720mL/1980円（税込）
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今もなお古き良き里地里山の景
観が残る市貝町は、豊かな里地
里山の生態系のシンボルである
絶滅危惧Ⅱ類の猛禽類「サシバ」
の生息密度が日本一といわれ、
重要な生息地となっています。

サシバが舞う市貝町

南の国から渡ってきたサシバの
「ピックィー」という声が市貝町
に春の訪れを知らせます。

豊かな里地里山を守る

近年、農家の後継者不足や地域の農
業従事者の減少により、耕作放棄地
などの増加による里山の変化ととも
にサシバの生息数の減少が懸念され
ています。サシバが舞う貴重な自然
を守っていくためには、地域内外と
の交流や人々の協力が不可欠です。

始まりは１本の苗、
そこに作り手の情熱が加わって美味しいお米が育ちます。

酒米「五百万石」は市貝町の農家
飯田勝市さんが育てました。飯田
さんは惣誉酒造の精米士でもあ
り、田植えから稲刈、精米まで丹
精込めて行っています。そして
真冬の仕込みでは、長年培われ
た蔵人たちの技により清らかな
酒が醸し出されます。香り高く
味わい深いその一口に、多くの
人の思いが込められています。

ふるさとの自然へ
思いをつなぐ酒づくり

市貝町の篤農家の作る酒米で醸す

「サシバの里帰り 純米吟醸」は地元酒蔵
である惣誉酒造協力のもと、生産から販売ま
で市貝町の多くの人々が関わって造られ
ています。“サシバが安心して帰ってこら
れる里山を守り続けたい”、“市貝町に関わ
る多くの方に自然豊かな市貝町を懐かし
みながら味わってほしい” そんな思いか
ら名付けられました。


